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東北大学中国語学文学論集第24号 (2019年12月30日)
蛇の夢ー蛇と女性との複合的な観念について一
高戸聴
はじめに
古代中国における亙とは、占卜や降神、祈雨、誠譲など様々な儀礼や呪術行為を行った
宗教職能者である。その身分は、国家の役職に在る者もいれば、民間において活動する者
もいた。また、ある者が亙と為る際には、種々様々な神秘体験を経ていることが、本来的
なさ巨の姿であるとも考えられていた。このような神秘体験のーっとして、ある夢を見るこ
とで亙としての自覚を持ち活動する例が散見される。 l
加えて、出土文献である獄麓書院臓秦簡『占夢書』には、 蛇の夢を見た女性が亙となる
だろう、とする占辞が存在する。 一方で、伝世文献である『詩経』には、蛇の夢を女子の
生まれる兆し、と詠う歌を見ることができる。これらの例の背後には、どのような思考や
観念が存在したのだろうか。
小論では、『詩経』や出土文献である嶺麓書院癒秦簡『占夢書』から敦健解夢書に至る
まで、人々の心の中に潜在していたであろう、 蛇と女性にまつわる複合的な観念について
検討してみたい。
一 癒麓秦簡『占夢書』について
まず巌麓書院戴秦簡について説明しておきたい。同簡は、 二00七年一二月に湖南大学
癒麓書院が、香港から緊急措置的に買い入れた秦簡である。それ故、出土地などの詳細は
不明である。 二0-0年に 『巌麓書院戴秦簡(宣)~ 2が出版された。整筒、断簡含め、全
l拙稿 「古代中国に於ける宗教職能者の諸相-z;[と祝宗卜史 J (~東北アジア研究センタ一報告 8 身体的実践と
してのシャマニズム』二O一三年)及び「亙となる際の神秘体験についてJ ( ~集刊東洋学』 一一七号、 二0一七
年)を参照。
2朱漢民・陳松長主編『獄麓書院磁秦簡 (萱)~ (上海辞書出版社、二0-0年)。
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部で三一00枚、比較的整っているものは一三00枚余りあった。さらに、三00八年八
月香港の匿名の収蔵家が、七六枚(比較的整っているものは三O枚余り)の秦簡を、巌麓
書院に無償で寄付した。これら秦簡を、議麓書院戴秦簡(以下 「巌麓秦簡」と略称する)
と総称している。簡長は三Ocm前後・二七cm前後・三五cm前後の三種があり、簡幅は五か
ら八mmである。編縄は二本のものと三本のものがあり、編縄の状況から、竹簡に文字を書
いた後で編縄を用いて結ぼれたものと、竹簡を編縄で結んだ後に文字が書かれたものとが
あったと考えられている。
その内容は、「質日」・「為吏治官及斡首I・「占夢書j・「数j 書・ 「奏識書J・「秦律雑抄J
. I秦令雑抄Jの七種に分類されている。うち 「質日j・「為吏治官及斡首J・「数」書の三
種は竹簡背面に書かれていた原題だが、他の四種は整理者が暫定的につけた題名である。
次に、この獄麓秦簡に含まれている『占夢書』は、全四八枚、簡長約三Ocm、編縄は三
本である。書写形式は、分段されずに書かれたもの六枚と、上下二段に分けて書かれたも
の四二枚との二種類がある。前者は、篇の目頭に置かれ、陰陽五行説に従って占夢の理論
を述べている。後者は、夢の内容と、それを占う占辞とが記されている。しかし、第四章
で後述する教煙写本解夢書の 『占夢書残巻』や『新集周公解夢書』のように、占辞の内容
によって章ごとに分類されてはいない。全体的な内容は、これまでに出土している睡虎地
秦簡「白書J中の「夢」篇とは全く異なっている。『漢書』芸文志には、『黄帝長柳占夢』
十一巻と『甘徳長柳占夢』 二十巻が著録されているが、両書は早くも『惰書』経籍志には
見えない。それ故、巌麓秦簡 『占夢書』は今日見られる最古の夢占いの書である 3。
さて、獄麓秦簡『占夢書』に見える、蛇と女性に関わる占辞は以下の通りである。
夢蛇入人口、舌不出、丈夫為祝、女子為亙。(蛇人の口に入りて、舌出でざるを夢み
れば、丈夫は祝と為り、女子は亙と為る。) (第一八簡下)
ただし、原文の「舌」字については解釈が分かれている。まず整理者は、「此字在楚簡
文字中或稗「舌J，可考。」とする 二 しかし、小草氏 5は、当該字を 「育」字と釈文し、
簡文の意味を「蛇が口から入って、口の中で成長し生き続けて出てこない夢を見れば、男
であれば祝に任じられ、女であれば亙となるだろう。(夢見有蛇進入人口，在日裏生育或
3注 (2)所掲書 「前言」を参照。なお、主義麓秦簡『占夢書』に記されるその他の占辞については、拙稿 「巌麓書
院戴秦簡『占夢書』訳注稿J(r福岡女学院大学紀要 人文学部編』第二七号、ニO一七年)を参照。
4注 (2)所掲書、 一五九頁。
5小草 i((議麓書院簸秦簡(萱))考蒋一則 兼談“育"字J(復旦大皐出土文献奥古文字研究中心、二O一一年三
月七日公開。 二O一五年九月二三日アクセス。)
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存活，不出来， (如此)員IJ男人特充任祝，女人曾成為亙。)Jと解釈する。衰堂氏 6は、 「育J
字とする小草氏の説を支持しつつも、「抽jや「挽」の意味であるとする。 一方、張崇植
民は、「胤」字と釈文したうえで、「引」の意味であるとする 7。いずれにせよ、蛇が口の
中に入る夢を見た男女は亙祝となるだろう、と解釈できる点では一致している。
この占辞では、蛇の夢を見た者が、男性である場合と女性である場合を想定し、別々に
分けて書いている。このように同一内容の夢であっても、その夢を見た者の性別によって
占断内容が変わる占辞は、獄麓秦簡『占夢書』には多く見ることができる。
先に挙げた蛇の夢の他には、例えば次のようなものがある。
夢口(身) 8中産毛 9者、丈夫得資、女子得雷ヘ(身中に毛 産ゆるを夢みれば、丈
夫は資を得、女子は替を得。) (第一七簡下)
このような現象は、性別によって別々の思考の基に、占断が下されたことを示していよ
う。巌麓秦簡『占夢書』第一八簡下では、男性が蛇の夢を見た場合は「祝と為り」、女性
が同様の夢を見た場合には「亙と為る」とされており、どちらも宗教や呪術に関わる職能
者であるという点において大差ないと思われる。
しかし、前掲した第一七簡下の占辞では、 「身中に毛 産ゆる」夢に対する占断が、男
性の場合には「資を得」ることであり、女性の場合には「菅を得」ることとなっている。
男女いずれの場合も吉夢であることに違いはないと思われるが、占断の内容はある程度異
なっている。 つまり、巌麓秦簡『占夢書』第一八簡下に記録される蛇の夢の占辞でも、男
女それぞれ別の思考過程や背景に基づいて、占断が下されたと考えられるのである。
それでは、この占辞の背景となった、女性と蛇にまつわる思考ないし観念はどのような
ものだったのだろうか。
6蓑笠「獄麓秦簡《占夢書》 補蒋二則J(復E大主要出土文献輿古文字研究中心、 二0一一年一O月二三日公開。 二
O一六年一二月一七日アクセス。)
7張崇種 「稗岳麓秦筒《占多有》的“胤"字J(復旦大撃出土文献輿古文字研究中心、二0一一年一O月二五日公
開。 二0一六年一二月一七日アクセス。)
8諦競男 「薮麓書院磁秦筒《占夢書》拾遺J(筒鳥網、 二0一一年九月一五日公開。二0一六年一二月一七日アク
セス。)は、残存する筆画から 「身J字とする。
9整理者は、「毛 .指五穀読菜之類。」とする。しかし、高一致「獄箆秦簡 《占夢書》 補稗四則J(筒鳥網、二O一
一年四月二日公開。二O一五年九月一O 日 アクセス。) は、 『敦短本夢書~ ~周公解夢書残巻』に[発夢見身上生
毛，六十日得天子。」とある例などを引いて、「指躯種毛髪之類， 可以看出後世的夢占方術中， 毛髪常輿身煙部位
相関聯，且多具有神秘色彩輿意義。Jと言い、身体に生える毛であるとする。
10高一致「讃獄麓秦簡《占夢書》 札記四則J(筒鳥網、 ニO一一年四月九日公開。二O一六年一二月一七日アク
セス。)は、井戸や篭などは女子が取り仕切るものの象徴であり、 「鷲」も婚嫁に関係があるとし、「“女子得議"
似指女子有婚嫁事。」と解釈する。
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二蛇の夢と女性
本章では、まず蛇の夢と女性との関連について見ていくこととしよう。蛇の夢と女性の
関連を示唆する資料は、早く 『毛詩』小雅・鴻属之什・斯干 1に見ることができる。
均ままむしろ
下莞上筆乃安斯寝乃寝乃興乃占我夢吉夢維何維熊維罷維肱維蛇(莞
たかむしろ
を下にし筆を上にす乃ち斯の寝に安んず乃ち寝ね乃ち興き 乃ち我が夢を占
まむし
う 吉夢は維れ何ぞ維れ熊維れ熊維れ凪維れ蛇)
大人占之維熊維熊男子之祥維腫維蛇女子之祥(大人之を占う 維れ熊維れ
震は男子の祥維れ旭維れ蛇は女子の祥)
「斯干」詩では、子どもを授かる吉夢として、熊と蛇の夢が挙げられている。そのうえ
で、蛇の夢は 「女子の祥」と詠う。前章に挙げた撮麓秦簡『占夢書』第一八簡下では、男
が蛇の夢を見ることも想定されており、特に女子だけに限定されるものではなかった。し
かし「斯干J詩では、蛇の夢を見ることが、女子と明確に関連付けられている。
蛇の夢と女性とを関連付ける思考は、『三国志』周宣伝 12にも見ることができる。当時、
周宣は夢占いの名人として知られており、ある日依頼を受け足の生えた蛇の夢を占う。
後東平劉禎夢蛇生四足、穴居門中、使宣占之。宣日、「此馬園夢、非君家之事也。官
殺女子而作賊者j。頃之、女賊鄭・萎遂倶夷討。以馳女子之祥、足非馳之所宜故也。(後
に東平の劉禎蛇の四足を生じ、門の中に穴居するを夢み、宣をして之を占わしむ。
宣日く、「此れ国夢為り、君の家の事に非ざるなり。当に女子にして賊を作す者を殺
すべしJと。頃之くして、女賊の鄭・萎遂倶に夷討せらる。弛は女子の祥、足は馳の
宜しくあるべき所に非ざるの故を以てなり。)
周宣は、劉禎の見た 「蛇の四足を生じ、門の中に穴居するJ夢を占い、その夢は国家に
関わるもので「女子にして賊を作す者」が殺されるだろう、と言う。 果たして、鄭と萎と
いうこ人の女賊が追討された。ここで周宣は、蛇の夢を女子と関連付けて占っているが、
その理由を本文では「馳は女子の祥」と述べている。
つまり、上引した三つの例からは、次のことが論証できるのである。すなわち、「斯干」
詩が記録されたであろう春秋戦国時代には、蛇の夢を「女子の祥Jとする観念がすでに存
在していた。この観念を背景にして、秦のころに巌麓秦簡『占夢書』第一八簡下の占辞が
書かれた。さらに、 この観念は、 三国時代まで継続していた。
1 W十三経注疏』本に拠る。
12百十内本 『三国志』に拠る。
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巌麓秦簡『占夢書』第一八簡下の占辞では、蛇の夢を見るのは男性の場合も想定されて
いた。ただ前述したように、この占辞は男女別々の思考の基に占断されており、少なくと
も女性に関しては、蛇の夢を「女子の祥」とする観念が背景にあったと考えられる。
ここまで、夢を媒介として、蛇と女性が関連付けられている例を見てきた。それでは、
必ずしも夢を介することなく、女性と蛇が関連付けられている例はあるのだろうか。
次に、そのような例を『春秋左氏伝~ Ilから二例挙げよう。文公十六年の経文に、以下
のような記事がある。
秋八月辛未、夫人萎氏莞。按泉牽。(秋八月辛未、 夫人の萎氏莞ず。泉台を控つ。)
「萎氏Jは、魯の先君信公の夫人であり、現君文公の母親でもある。経文では、その差
氏が亡くなったことを記録し、続けて泉台を破壊したことをも記録している。この二つの
出来事について、伝では今少し詳しく記述している。
有蛇自泉宮出、入子園。如先君之敷。秩八月辛未、 聾萎莞、投泉蓋。 (蛇の泉宮自り
出でて、国に入ること有り。先君の数の如し。秋八月辛未、声萎莞じ、泉台を控つ。)
泉宮は、「声萎J(萎氏)の居た場所である。伝文では、その泉宮から魯の歴代君主の数
だけ蛇が出て国都に入っていったことがあり、その秋に「声萎Jが亡くなったので泉台(泉
宮)を破壊した、という。 この伝文に付された杜預注には 「魯人 蛇妖の出づる所にして
おも
声萎莞ずと以為う。故に之を壊す。(魯人以震蛇妖所出而葺萎莞。故壊之。)Jとあり、「蛇
妖」が出たことと「声萎」が亡くなったことを、関連する出来事として認識している。
さらに『漢書~ 14五行志下之上では、より詳細に解説している。
左氏侍文公十六年夏、有蛇自泉宮出、入子園、如先君之教。劉向以馬近蛇華也。泉宮
在圏中。公母萎氏嘗居之。蛇従之出、象宮将不居也。 詩日、 「維旭維蛇、女子之祥」。
又蛇入園、園将有女憂也。如先君之敷者、公母将藁象也。秋、公母藁。公悪之、乃接
泉華。 (左氏伝文公十六年夏、蛇の泉宮自 り出でて、国に入ること有り、先君の数の
如し。劉向以て蛇の草に近しと為す。泉宮は固の中に在り。公の母萎氏嘗て之に居り。
蛇の之従り出づるは、宮将に居らざらんとするを象るなり。詩に日く、 「維れ旭維れ
蛇は、女子の祥」と。又た蛇の国に入るは、国に将に女の憂い有らんとするなり。 先
君の数の如きは、公の母将に莞ぜんとするの象なり。秋、公の母藁ず。公 之を悪み、
乃ち泉台を控つ。)
「五行志」 では、 『左伝』 の記事を引用した後、「蛇の華に近しJとする劉向の見解が述
13 ~春秋左氏伝』 からの引用は、『十三経注疏』本に拠る。
14百柄本 『漢書』に拠る。以下同じ。
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べられる。そのうえで、前述した「斯干」詩を引用し、続けて「蛇の国に入るは、国に将
に女の憂い有らんとするなりJと解説している。つまり、夢を介することがなくても、女
性と蛇が関連付けて語られているのである。ただその背後には、蛇の夢を「女子の祥」と
する観念が存在したのである。
それでは二つ目の例に移ろう。魯の裏公二十一年、晋の国では、市宣子が饗盈(饗懐
子)を国外に追放しその党与を処刑する、という事件が起きた。経文では、以下のように
記録している。
秋、晋饗盈出奔楚。(秋、晋の饗盈出でて楚に奔る。)
襲盈の党与として、処刑された者の中に羊舌虎がいた。羊舌虎は叔向(羊舌貯)の弟
であったため、兄の叔向も連座して幽閉されてしまった。伝文は、羊舌虎(叔虎)の出生
に絡んで、叔向の母が残した予言を記録している。
初、叔向之母妬叔虎之母美而不使。其子皆諌其母。其母目、「深山大津、貫生龍蛇。
彼美。余憧其生龍蛇以禍女。女敵族也。園多大寵。不仁人間之、不亦難乎。余何愛意j。
使往視寝、生叔虎。美而有勇力。饗懐子嬰之。故羊舌氏之族及於難。(初め、叔向の
母 叔虎の母の美しきを妬みて使えしめず。其の子皆母を諌む。其の母日く、「深山
なんじ
大沢は、実に竜蛇を生ず。彼は美なり。余其の竜蛇を生み以て女に禍せんことを'擢
る。女は敵族なり。固に大寵多し。不仁の人 之に間さば、亦た難からずや。余何ぞ
鷲を愛まん」と。往きて寝を視しむるに、叔虎を生む。 美にして勇力有り。 饗懐子
之に壁す。故に羊舌氏の族 難に及ぶ。) (裏公二十一年)
叔向の母は、叔虎の母が美しいので、夫につかえさせなかった。それを子どもたちに諌
められると、叔向の母は「深山大沢は、実に竜蛇を生ず。彼は美なり。余其の竜蛇を生み
以て女に禍せんことを悟る。Jと言う。
彼女の発言では、竜蛇が叔虎に、その母が深山大沢に喰えられている。この発言からは、
直接ではないにしても、蛇と女性との関連を示唆する観念を窺うことができる。
それではここまで確認したような、夢も含む蛇と女性との複合的な観念は、どのような
論理に基づいているのか、次章で考究していこう。
三蛇・口舌・火・女性
まず、 蛇と女性との複合的な観念を支える論理を考究する前に、「蛇妖Jについて今一
つ『左伝』 の例を見てみよう。
れき
魯の桓公十五年、鄭の属公は、祭仲を暗殺しようとして失敗し、楳に亡命した。約三
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十年後の荘公十四年、この属公が復位すべく鄭に侵攻してきた。
鄭属公自標侵鄭、及大陵、獲侍暇。侍暇日、「有合我、吾請納君」。輿之盟而赦之。六
月甲子、侍取殺鄭子及其二子、而納属公。初、内蛇輿外蛇闘於鄭南門中、内蛇死。六
年而属公入。公開之、問於申嬬日、「猶有妖乎」。封目、「人之所忌、其気自主以取之。
妖白人興也。人無費意、妖不自作。人棄常、則妖興。故有妖Jo(鄭の属公 襟自り鄭
ゆる
を侵し、大陵に及び、侍蝦を獲。侍暇日く、「荷も我を舎さば、吾請うらくは君を納
れん」と。之と盟いて之を赦す。六月甲子、侍暇 鄭子及び其の二子を殺して、属公
を納る。初め、内の蛇 外の蛇と鄭の南門の中に闘い、内の蛇死す。六年して属公入
る。公 之を聞き、申嬬に聞いて日く、「猶お妖有らんかj と。対えて日く、 「人の忌
む所、其の気鍛えて以て之を取る。妖は人に由りて興るなり。 人に費無くんば、妖自
ら作らず。人 常を棄てれば、員Ijち妖興る。故に妖有り」と。)
この事件を遡ること六年、城内の蛇と城外の蛇が南門で闘い、城内の蛇が死んだ、とい
う。このことを聞いた魯の荘公は「猶お妖有らんか」と、申嬬に問う。荘公の下問に答え
も
た申嬬の言葉に、「人の忌む所、其の気鍛えて以て之を取るj とある。すなわち、 人々の
憂い怖れる気が燃え上がり、蛇の妖となって現れたのです、と説いているのである。
同ーの事件を、『漢書』 五行志下之上では次のように解説している。
左氏侍魯巌公時、有内蛇輿外蛇闘鄭南門中、内蛇死。劉向以属近蛇華世。先是鄭属公
劫相祭仲、而逐兄昭公代立。後属公出奔、昭公復入。死、弟子儀代立。属公自外劫大
夫侍暇、使修子儀。此外蛇殺内蛇之象也。蛇死六年、市属公立。巌公開之、問申嬬日、
「猶有妖乎」。封目、「人之所忌、其気炎以取之。妖白人興也。人亡聖鳶、妖不自作。
人棄常。故有妖」。京房易侍目、「立嗣子疑、厭妖蛇居園門閥J0 (左氏伝に魯の厳公の
時、内の蛇 外の蛇と鄭の南門の中に闘い、内の蛇死すること有り。劉向以て蛇の撃
に近しと為す。是に先だちて鄭の属公 相の祭仲を劫かして、兄の昭公を逐い代わり
立つ。後に属公出奔し、昭公復た入る。死し、弟の子儀代わり立つ。属公外白り大夫
侍取を劫かし、子儀を惨さしむ。此れ外の蛇 内の蛇を殺すの象なり。蛇死して六
年、而して属公立つ。厳公 之を聞き、申嬬に聞いて日く、 「猶お妖有るか」と。対
も
えて日く、「人の忌む所、其の気炎えて以て之を取る。妖は人に由りて興るなり。人
に畳亡くんば、妖自 ら作らず。人 常を棄コ。 故に妖有りj と。京房易伝に日く、「嗣
子を立つること疑わしければ、廠の妖は蛇 国門に居りて闘う」と。)
まず『左伝』の記事を引用した後、劉向による「蛇の撃」とする見解が示される。その
うえで、事の経緯を説明している。 ただ、鄭の属公に関する一連の出来事が入り組んでい
るため、『左伝』に基づいて再構成した経緯を以下に示そう。
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前七O一年、鄭の荘公が亡くなった。祭仲は、昭公を立てようとしたが、薙氏に脅され
属公を立てた。目前六九七年、今度はその属公が祭仲を疎んじ殺そうとする。しかし、計
画が露見し、属公自ら擦に亡命することとなる。その結果、昭公が帰国し位に即く。 16そ
び
の後鄭では、昭公が試され、公子聖が立つ 17も翌年には斉侯に殺され、前六九四年に鄭子
(子儀)が即位する。 18そして前六八O年には、前掲したように、属公が復位すべく侵攻
するのである。ちなみに 『史記』鄭世家によれば、祭仲は、腐公が侵攻する二年前の、前
六八二年に卒している。 19恐らく、属公は祭仲が亡くなったので、復位を決意し侵攻した
ものと思われる。「蛇妖j があったのは、この侵攻の六年前とされる。
さて 『漢書』五行志では、厳公(荘公)に答えた申嬬の言葉が 「人の忌む所、其の気炎
えて以て之を取る」となっている。要は、『左伝』で「依」字に作っていた文字を、 『漢書』
では「炎」字に作っているのである。『左伝』に付された院元の校勘記では、「石経初刻
自主を炎に作るは是なり。改めて自主に作るは大いに誤るなり。釈文も亦た炎に作る。案ずる
に漢書五行志・芸文志は伝文を引きて並びに 「其の気炎えて以て之を取る」に作る。顔師
古注 炎は読みて自主と同じ、と。(石経初刻自主作炎是也。改作自主大誤。稗文亦作炎。案漢
書五行志華文志引侍文並作其気炎以取之。顔師古注炎讃興自主向。)Jという。院元に従えば、
本来は「炎J字だ、ったようである。
いずれにせよ、申嬬は、内の蛇と外の蛇が闘った出来事を人々の 「忌む所j の気が燃え
上がり「蛇妖Jとして現れたのだ、と理解しているのである。このような申嬬の理解から
は、蛇と火とが関連を有するものである、とする認識を読み取ることができる。
蛇と火とが関連を持つとする論理は、『論衡』 言毒篇により詳細に述べられている。そ
の全てを引用すると煩雑になるため、以下にその要旨を示そう。 20
そもそも「毒は、太陽の熱気」であるので、人にあたると害毒となる。 21 I太陽の火気」
が害毒となるのはその気が熱いからである。だから、 南方などの 「太陽の地jでは、人々
15夏、鄭荘公卒。 初、 祭封人仲足、有寵於荘公。荘公使為卿。為公要部憂、生昭公。故祭仲立之。宋薙氏女於鄭
荘公、日薙姑、生腐公。薙氏宗、有寵於宋荘公。故誘祭{中而執之、目、 「不立突勝死」。亦執腐公而求賂:馬。祭仲
輿宋人盟、以腐公競而立之。秋九月了亥、昭公奔衛。己亥、属公立。 (桓公十一年)
16祭仲専、鄭伯患、之。使其婿薙糾殺之。終享諸郊。 ・ 夏、暦公出奔察。六月乙亥、昭公入。(桓公十五年)
17初、鄭伯終以高渠粥為卿、昭公悪之、固諌不聴、昭公立、健其殺己也。辛卯、 対昭公而立公子聾。(桓公十七
年)
18秋、脊侯師干首止。子聾舎之、高渠禰相。七月戊成、替人殺子畳、而緩高渠捕。祭仲逆鄭子子陳而立之。(桓
公十八年)
19 (鄭子)十二年、宋人長寓獄其君j昏公。鄭祭仲死。(百納本『史記』に拠る。)
20以下、 『論衡』からの引用は全て黄雌『新編諸子集成 論衡校蒋~ (中華書局、 一九九O年)に拠る。
21夫毒、 太陽之熱気也。中人人毒。
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はせっかちであり、せっかちな人は「口舌に毒を為すJo22亙戚が呪いで人の病を長引か
せたり、人の禍を益したりできるのも、江南に生まれて「烈気Jを帯びているからである。2l
毒は「陽気」であるので、人に当たると灼けるように痛む。捜にl史まれた所を切り取って
地面に置くと煮えたぎるのは、「火気」である証拠である。 24太陽の気を含んで生まれた
ものはみな毒があり、毒の多いものは、虫の類であれば蛇や蜂や撤となる。 25人であれば、
小人となる。それゆえ、小人の口は世の中に禍をなすのだ。 26 ことわざに「衆口 金を燦
かす」という。口は火である。なぜなら、五行では二番目が火であり、五事では二番目が
言であり、火と言とは相当するからである。 27金が火に負けるのは、火と口とが同類だか
らである。 28 だから、夢で火をみた場合には、口舌の禍が起こると占い、蛇の夢を見た場
合にも口舌の禍と占うのである。「火は口舌の象」であり、口舌の禍が蛇や腹として現れ
るのは、「類を同じくし本を共にし、菓くる所 気をーにす」るからである。 29 また、「妖
気」は美しい者を生みだすので、美しい者には邪悪な者が多い。叔向の母は、叔虎の母が
美しかったことから、彼女が邪悪なことを察知し、夜伽をさせなかったのである。30そも
そも深山や大沢は、竜や蛇を生み出すところである。この深山や大沢を叔虎の母に喰えた
のは、美人が害毒を懐いているからである。生まれた子の叔虎は、美しく勇力があった。
勇力は美色から生まれ、禍は勇力から発生する。火には輝きがあり、木には姿形がある。
竜や蛇は東方・木に属すので、火精を含んでいる。だから、姿形が美しいのだ。 31
『論衡』言毒篇に拠れば、 「陽気」は人にとって害毒であり、それを含んで生まれると
蛇や小人となり、小人は口舌によって禍を招く、という。さらに、五行の「火j は五事の
「言」に相当するので、火と口舌とは同類であり、これら火(陽気)・蛇・小人・口舌の
禍は、「類を同じくし本を共にし、裏くる所 気をーに」している、とされる。
『論衡』のこの考え方は、先に見た申嬬の理解、すなわち人々の 「忌む所Jの気が燃え
22太陽火気、常為毒盤、気熱也。太陽之地、人民促急、促急之入、口舌篤毒。
23亙成能以祝延口人之疾、愈人之禍者、生於江南、含苦!!気也。
24夫毒、陽気也。故其中人、若火灼人。或篤腹所中、割肉置地焦沸、火気之験也。
25天下高物、含太陽気而生者、皆有毒輩。毒警渥者、在姦買IJ篤腹蛇蜂議。
26其在人也篤小人。故小人之口、篤禍天下。
27諺日、「衆口燦金」。口者、火也。五行二日火、五事二日言。言輿火直。
28金制於火、火口同類也。
29故人夢見火、占篤口舌。夢見媛蛇、 亦口舌。火篤口舌之象、口舌見於媛勉、同類共本、所裏一気也。
30 r妖気生美好。故美好之人多邪悪。叔虎之母美。叔向之母知之、不使視察。Jなお黄輝氏は、 I呉目、事見左裏
廿一年惇。『知』嘗擦改作『妬』。邸按、宋・元本・朱校元本並作『妬』、呉説是也。」と注する。しかし、本文の
文字を変えなくても解釈できるため、 「知」のままで解釈する。
31夫深山大津、龍随所生也。比之叔虎之母者、美色之人懐毒餐也。生子叔虎、 美有勇力。勇力所生、生於美色、
禍難所務、自於勇力。火有光耀、木有容貌。龍馳東方木、含火精。故美色貌麗。
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上がり「蛇妖」として現れたという理解と、軌をーにするものであろう。加えて、「人
夢に火を見れば、占いて口舌と為す。夢に蝦蛇を見るも、亦た口舌なり。Jとあり、夢占
いにおいても火・蛇・口舌を同類であるとする観念が確認されている。
重ねて指摘するなら、 一見無関係な蛇と口舌を同類と見なす論理は、第一章で引用した
巌麓秦簡『占夢書』第一八簡下を理解する助けにもなるだろう。同簡を今一度原文のみ引
用する。
夢蛇入人口、舌不出、丈夫為祝、女子為亙。
なぜ占辞の前半部分で、「蛇 人の口に入りて、舌出でざるj などという、いささか突
飛とも思える夢を想定したのか。 もちろん、占う対象が対象なので、夢であれば知何なる
奇妙な内容もあり得る、と考えることは可能かも知れない。しかし、『論衡』に述べられ
ていた蛇と口舌とが同類であるとする論理に照らして考えるなら、この夢も同じ論理を背
景に持って想定されたのだと考えることができるだろう。
ところで「言毒篇」では、続けて「叔向の母Jの例を提示していた。 「叔向の母」の例
は前章で『左伝』から引用し検討したが、彼女は「深山大沢は、実に竜蛇を生ず。彼は美
なり。余其の竜蛇を生み以て女に禍せんことを憧る。Jと言い、竜蛇を叔虎に、その母を
深山大沢に喰えていた。
なぜ 「深山大沢」を「叔虎の母」に喰えるのかについて、「言毒篇」では、まず 「妖気」
は美人を生み出すので美人には邪悪なものが多いとしたうえで、「美色の人 毒整を懐け
ばなり。」という。ここでいう「毒盤」とは、直接的には「叔虎Jを指している。ただ、「叔
虎」には勇力があり勇力から禍が生まれるとされるので、より詳しく言えば、「毒整」と
は「叔虎Jであり禍を招く蛇だ、ということになろう。禍を招く蛇を懐くからこそ、「叔
虎の母Jも邪悪である、という論理になっているのである。
これら一連の論理を支える根拠として、 「言毒篇」では五行説によって説明する。すな
わち、五行では竜蛇は東方 ・木に属すので、相生の理に拠れば木の次に生じる、「火精J
を含んでいる。さらに「火j には「光耀」があり、「木」には 「容貌」があるので、竜蛇
を懐くものは、 「美色にして貌麗し」いのである。
『論衡』では、蛇を火と同類、と見なす一方で、五行説に則って東方 ・木に属すともして
おり、この点において論理の整合性が保てていない。それ故に、相生の理を前提として、
東方・木は「火精を含むIといい、整合性を保とうとしているものと思われる。
ともあれ 『論衡J言毒篇でも、蛇と火が関連を持つものであり、禍を招く蛇を懐くとい
う点において、女性とりわけ美女も、蛇 ・火・口舌と「類を同じくし本を共にし、菓くる
所 気をーにす」る存在であるという論理が確認できた。
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ただここで一つ注意しておきたいのは、前章で挙げた「斯干j詩や『三国志』周宣伝で
は、女性そのものが直接的に蛇と関連付けられていたのに対し、 『論衡』言毒篇では、女
性は禍を招く蛇を懐くという点において、言わば間接的に類を同じくするものであると認
識されていた点である。
まむし
「斯干J詩では「維れ旭維れ蛇は 女子の祥」とあり、蛇は子どもの祥としての意味
も持ち合わせていた。また『論衡』では、蛇は女性が懐く子どもを表す比喰として使われ
ていた。
ここで結論を先取りして述べるなら、中国では『詩経』に遡る古代から、蛇を直接的に
女性と結び付ける思考と、子どもを通して間接的に蛇と女性とを関連付ける思考との、複
合的な観念が潜在していたと考えられるのである。
ここまでの論証で、蛇と女性を関連付ける観念が存在したことは確認できた。次章では、
蛇と子どもとの関連についてさらに追究していこう。
四 蛇の祥と子ども
まず蛇が子どもと関連付けられている例として、『太平広記』所収の『王子年拾遺記』
から一例挙げる。ただその前に『王子年拾遺記』について付言しておこう。
『王子年拾遺記』は、『惰書jJ32経籍志では「王子年拾遺記十巻章者締撰。」としている。
著者は王嘉、字は子年、『晋書』芸術伝に立伝されている。「王嘉伝」によると、臨西安陽
の人で、後秦の挑蓑に諒殺された。著書に 「拾遺録十巻」 があったへとされる。この「拾
遺録」の原書は早くに散扶し、梁の粛椅が遺文を集めて十巻とした。 34
さて、呉の張承の母は、彼を身ごもっている時に船遊びに出かけた。
張承之母孫氏懐承之時、乗軽舟瀞於江浦之際。忽有白蛇長三丈、騰入舟中。母呪日、
「若馬吉祥、勿毒嘩我j。乃匿市将還、置諸房内。一宿視之、不復見蛇。嵯市惜之。
隣人相謂日、「昨見張家有一白鶴、聾欄凌雲j。以告承母、使筆之。 ト人目、 「此吉祥
也。蛇鶴延年之物。従室入雲、自卑升高之象。昔臭王闇閤葬其妹、殉以美女名剣賓物、
窮江南之富。未及十七年、離雲覆於渓谷、美女瀞於塚上、白鶴朔於林中、白虎噺於山
32百納本『惰書』に拠る。
3王嘉字子年、隣西安陽人也。ー …一挑蓑之入長安、 最豊嘉責日符堅故事。 i亘以自随、毎事諮之。蓑既輿荷登相持、問
嘉目、 「吾得殺符登定天下不」。嘉日、 「略得之」。蓑怒日、「得賞云得、何略之有」。遂斬之。"...文著『拾遺録J
十巻、其記事多読怪。今行於世。 (百納本『晋書Jに拠る。)
34 ~漢貌叢書] (吉林大学出版社、 一九九二年)所収『王子年拾遺記Jに付された蒲締序に、「拾遺記者、隣西安
陽人王嘉字子年所撲。凡十九巻、二百二十篇。 ・ー・・今捜検残遣、合為一部。凡ー十巻、序而録駕。j とある。
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側。皆是昔之精霊、今出世。嘗使子孫位超臣極、檀名江表。若生子、可以馬名」。及
生承、名白鶴。承生昭、位至丞相、震輔英将軍、年総九十。蛇鶴之祥也。出『王子年
拾遺記~o (張承の母孫氏 承を懐むの時、軽舟に乗り江浦の際に瀞ぶ。忽ち白蛇の長
さ三丈なるもの、舟中に騰り入ること有り。母呪りて日く、「若し吉祥為らば、毒も
て我を嘩むこと勿かれIと。乃ち産して将いて還り、諸を房内に置く。ー宿し之を視
るに、復た蛇を見ず。嵯して之を惜しむ。隣人相い謂いて日く、「昨張家に一白鶴有
しょうかく
りて、聾翻して雲を凌ぐを見る」と。以て承の母に告げ、之を筆わしむ。卜人日く、
「此れ吉祥なり。蛇鶴は延年の物なり。室従り雲に入るは、卑き自り高きに升るの象
なり。昔呉王間間其の妹を葬り、殉ずるに美女・名剣・宝物を以てし、江南の冨を窮
む。未だ十七年に及ばすして、離雲は渓谷を覆い、美女は塚上に瀞び、白鶴は林中に
朔び、白虎は山側に噺く。皆是れ昔の精霊、今世に出づ。 当に子孫をして位は臣の極
みを超え、名を江表に檀にせしむべし。若し子を生まば、以て名と為すべしJと。承
を生むに及び、白鶴と名づく。承は昭を生み、位は丞相に至り、輔呉将軍と為り、年
九十を撤ゆ。蛇鶴の祥なり。『王子年拾遺記』に出づ。) 35 
船の中に入ってきた白蛇に対し、張承の母は 「若し吉祥為らば、毒もて我を嘩むこと勿
かれ」と祈り、箱に入れて持ち帰った。一晩すると白蛇は消えてしまったが、隣人は張家
から白鶴が空に昇っていくのを見たと言う。このことを占ってもらうと、「此れ吉祥なり。
蛇鶴は延年の物なり」と言われるのである。
この逸話において白蛇は、吉祥であり「延年の物」とされており、直接的に子どもを示
す祥とはされていない。しかし、母が子どもを身ごもっている時に白蛇が現れたこと、ま
た「延年jの対象となったのは母ではなく胎児の張承並びに孫に当たる張昭であったこと、
の二点を考え合わせれば、間接的ながら白蛇と子どもとの繋がりを見出すことはできない
だろうか。
それでは次に、直接的に蛇が子どもの祥となっている例を、敦憧写本解夢書の『占夢書
残巻』から二例挙げよう。ただやはりその前に、敦僅写本解夢書と『占夢書残巻』につい
て説明しておきたい。 36 まず敦煙写本解夢書は、晩唐から五代の敦埠地区で書かれた一群
の文書である。中原からの伝統的な夢占いの方法や書物が、敦埠に流入し在地の方法を吸
収して成立したもので、占い師や文人たちが夢を占う実用的な目的のもとに編集されてい
35張園風舎校『太平庚記曾校』巻四五六「蛇ーJ(北京燕山出版社、ニO一一年)
36敦爆写本解夢書については、劉l文英『中国古代的夢書~ (中華書局、一九九O年)、陳美英 ・方愛平 ・郵ー鳴
『中華占夢術~ (文津出版社、 一九九五年)、鄭柄林 『敦燈本解夢書校録研究~ (民族出版社、 ニ00五年)を参
照。
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る。 37敦但写本解夢書は、編号にして全部で一七巻の文書が知られている。さらに、これ
らの文書は内容に従って、『解夢書一巻残巻』・『先賢周公解夢書一巻井序』・『周公解夢書
残巻』・『新集周公解夢書』・『解夢書残巻』・『占夢書残巻』・『侠類書・占夢』・『蔵文写本解
夢書』の、八種に分類される。 38
『占夢書残巻』には、 S.六二O号、 P.三九九O号、江 X.~O七八七号、の三つの文書が
分類されている。三巻とも、前後が残欠しており、書写者の署名も文書の書名もない。 39
小論で引用する S.六二O号の書名も、劉文英氏の付けたものである。 40前後が欠落してい
るため全てではないが、現存して確認できる『占夢書残巻』の篇目を以下に示そう。 41
水篇第廿四、火篇第廿五、橋門戸篇廿六、飛鳥篇第廿七、亀 42繁篇第廿八、猪羊篇廿
九、龍蛇篇第丹十、六畜篇:ft十一、船車遊行死騰篇第舟二、野禽獣篇第:ftf三、雑豆篇第:ft十
四、塚墓棺榔篇第:ftf五、文武職棺篇第升十六、食曾休浴篇第丹十七、鬼魅軍旅汚辱篇第対
八、農植五穀篇第丹十九、イ弗法仙篇第冊、斬無害闘傷篇第附一、捕禁刑罰篇第附二、(前
欠)飯食篇第附三
『占夢書残巻』の篇目は、最少でも四三以上である。劉氏は、その顕著な特徴は篇の多
さであり占辞の条目は現存する敦煙写本解夢書の中で最も多い、という。 43
37注 (36) 所掲鄭氏『敦燈本解夢書校録研究~ r敦短写本解夢書産生的歴史背景」、を参照。
38注 (36)所掲鄭氏書三三頁、を参照。
39注 (36)所掲鄭氏書七三頁、を参照。
40劉文英氏は、「今疑為『宋志』 著録王升縮『占夢書』 之残本、故改擬題為『占夢書~oJ (注 (36) 所掲~J氏書五
二頁)という。一方、鄭氏は、 S.六二O号を王升縮の 『占夢書』と見なすことについて、王升縮の生きた時代と
敦煙写本解夢書の書かれた時代とが近いこと、王升縮 『占夢書』が十巻と著録されているのに対してS.六二O号
は三巻を超えないと推定されること、 S.六二O号の占辞と他の解夢書の占辞との差異が大きいこと、 の三点から
疑義を呈している(注 (36)所掲鄭氏書七四~七六頁)。ただ鄭氏も、 S.六二O号を『占夢書』と呼称すること
は、「只是考慮在没有新的証拠推翻旧的定名情況下、暫時采用蜜1)文英先生的定名。然中国古代解夢与占夢含義相
問、因此定名為 『占夢書』也無大錯。J(注 (36)所掲鄭氏書二七O頁)と述べ、容認している。
41以下、『占夢書残巻』については、電子版『敦燈解夢書~ (北京愛知生数字化技術研究中心、二O一六年)及び
注 (36)所掲鄭氏書に拠った。
42鄭氏(注 (36)所掲書二六四頁)は「魚」に作るが、電子版『敦煙解夢書』では「亀」と釈文する。原本写真
を見る限り、文字の上部が破損しているが下部の筆画が確認できるため、 「亀J字とした。
43劉氏は、「此書在形式上有一箇顕著的特点、就是篇幅極其浩大。 在敦燈存各種夢書抄本中、此書章次子目最多、
占辞条目最多。J(注 (36)所掲書「ー 歴代夢書考証J一三頁)という。また鄭氏も「与其他解夢書比較、本巻
解夢書分目最詳細、毎類篇目下占辞最多最全、占辞条目帰類上也非常厳粛。J(注 (36)所掲書、 七三頁)と、同
様の見解を述べている。
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参考までに、同じ敦僅写本解夢書の『新集周公解夢書~ 44の篇目を挙げよう。
天文章第一、地理章第二、水火盗賊章第四、官禄兄弟章第五、人身杭鏡章第六、飯食
章第七、悌道音楽章第八、荘園田宅章第九、衣服章第十、六畜禽獣章第十一、龍蛇章
第十三、刀剣弓寄章第十三、夫妻花粉章第十四、楼閣家具銭吊章第十五、舟車橋市穀
章第十六、生死疾病章第十七、塚墓棺財(材)凶具章第十八、十二支日得夢章第十九、
十二時得夢章第廿、建除満日得夢章第廿一、麗夢為禁忌等章第廿二、献撰璽夢章第廿
P.三九O八号の『新集周公解夢書』は完本であり、全部で三三章である。『占夢書残巻』
が最少四三篇であったのと比べると、おおよそ二分のーの章数ということになる。また、
『占夢書残巻』では「水篇」と「火篇」であったが、『新集周公解夢書』では 「水火盗賊
章」となっており、水と火が同じ章に配列されているばかりか盗賊まで含まれている。こ
の他、『占夢書残巻』では、 「六畜」以外にも「飛鳥」・「亀禦」・「猪羊」など動物について
の篇があったのに対して、『新集周公解夢書』では「六畜」のみになっている。一方で、「塚
墓棺榔篇Jと「塚墓棺財(材)凶具章」のように、ほほ同じ篇も存在する。要するに両文
書は、ある程度似通った分類でありつつも、『占夢書残巻』の方がより細かい分類と占辞
を備えているということである。
さて、本章で問題としている、蛇が子どもの祥となっている占辞は、『占夢書残巻』龍
蛇篇に二例見える。便宜的に番号を付して引用しよう。
へび
1，夢見馳在懐中、有男女。(夢に馳 懐中に在るを見れば、男女有り。)
2，夢見馳歯人、妻必子。(夢に馳 人を歯むを見れば、妻必ず子あり。)
1の占辞では、蛇が「男女Jすなわち息子・娘に見立てられており、また2の占辞では、
蛇が岐むことが子どもを授かる祥とされている。やはり、蛇と子どもあるいは子どもを産
む女性とが関連するものとして、考えられていることが看取できる。
一言付け加えると、 「龍蛇篇j という篇名は、 『新集周公解夢書』にも「龍蛇章」という
章目で存在するが、上引したような占辞は『新集周公解夢書』龍蛇章には見られない。
それはそうと本章では、『王子年拾遺記』と敦煙文書の『占夢書残巻』とを見てきた。
蛇と子どもが密接に関連するものであり蛇の出現や蛇の夢を子どもの祥とする観念は、敦
44注 (36)所掲鄭氏書「新集周公解夢書一巻 P. 3908J (一七一~一七七頁)に拠る。『新集周公解夢書』につい
ては、注 (36)所掲の三書のほか、湯浅邦弘「夢の書の行方 敦煙本『新集周公解夢書Jの研究 J (~待兼山論
叢哲学篇』二九、 一九九五年)・ 「第三部新出秦簡・漢簡に見る思想史第一章岳麓秦筒『占夢書』の構造
と思想J(~竹筒学一中国古代思想、の探求ー』大阪大学出版会、 二0一四年。初出は、原題 「岳箆秦簡 『占夢書」
の思想史的位置J~中国研究集刊』第五七号、 二O一三年) 、 及び森和 「秦人の夢ー岳麓書院蔵秦簡『占夢書』初
探 J ( ~ 日本秦漢史研究』 一三、 二O一三年) を参照。
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健文書にまで引き継がれていたことが検証できたと思われる。
ここで第一章において言及した嶺麓秦簡『占夢書』と、敦埠写本解夢書『新集周公解夢
書』との関係について、先行研究を紹介しておきたい。なぜなら、両書の関係は、巌麓秦
簡『占夢書』と、敦煙写本解夢書『占夢書残巻』との関係を考えるうえで、参考とするこ
とができるからである。
まず湯浅邦弘氏は、両書の特徴を比較して、 「この『占夢書』は、 時代的にも、思想的
にも、『周礼』に見えるような古代の夢観・『占夢書』と、類書や道教の影響を強く受けた
と推測される敦煙本『新集周公解夢書』との聞に位置すると思われるjとする。さらに「白
書j との関係について、 「両者は夢を占うという点で類似するが、その構成や分量に明ら
かな相違がある。「白書Jは、あくまで様々な占いの中のーっとして夢に注目したまでで
あり、『占夢書』は、その序論部分に明らかなように、占夢の理論を説くことに意を注い
で」いる。 「従って、睡虎地秦墓竹簡 「白書j の「夢」篇などが分岐して『占夢書』とな
ったのではなく、『占夢書』は「日書」と一部性格を共有しながらも、系統を別にして成
立・展開していったものと推測される」“という。
次に森和氏は、「秦代においてすでに、占夢者が秘蔵して王侯貴族のために参照しなが
ら占断を下す専門性の高いテキス トとは異なり、 そのような知識も経験もない人々が何ら
かの夢を見たとき、一瞥するだけでその意味するところが判る岳麓秦簡「占夢書j のよう
な平易で実用的なテキストも存在し、それらがやがて『新集周公解夢書Jに繋がってゆく
流れも並行していたのである。この流れは恐らく秦漢時代における「白書Jの流行と軌を
ーにするもので、本来数術家の専門的知識や技術に基づく各種の占 卜が誰にでも理解でき、
かつ利用できるような形にテキスト化された「白書」と同じように、この 「占夢書」も占
夢者の知識や技術の専門性を排除し、実用性を重視するマニュアルとして編纂されたので
あろう」崎とする。
「白書Jは、 三種の文書が出土しているが、いずれも撮麓秦簡と近い時代の文献である。 47
獄麓秦簡『占夢書』と 「白書」との関わりについては、両氏の見解に微妙な相違がある。
ただ両氏とも、巌麓秦簡『占夢書』が、直接的であるかどうかはともかく、敦埋写本解夢
書『新集周公解夢書』に引き継がれていった、と見なしている。
45注 (4)所掲湯浅氏書「第三部新出秦簡・漢簡に見る思想史第一章岳麓秦簡『占夢書』の構造と思想」
二四O~二四一頁。
46注 (4)所掲森氏論考、二二~二三頁。
47 i白書Jについては、拙稿 ii白書Jに見える亙と狂との隣係についてJ ( ~ 日本中園主要曾報』 第六六集、 二O
一四年)を参照。
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とするなら、『新集周公解夢書』と同じ敦埠写本解夢書であり、似通った分類の篇章を
持コ『占夢書残巻』についても、巌麓秦簡『占夢書』から敦埠写本解夢書『占夢書残巻』
に至る流れを想定することができるのではないだろうか。叫
傍証として、『占夢書残巻』に、第二章で確認した女性・蛇・火・口舌が「類を同じく
し本を共にし、裏くる所 気をーにす」る存在であるという論理が、一部ながら見られる
占辞を挙げよう。
夢見持火与妻子、多口舌。(夢に火を持ちて妻子に与うるを見れば、口舌多し。) (火
篇第廿五)
火を持って妻子に与える夢を見れば、口舌の禍が多い、と占断している。蛇についての
言及はないが、女性と火と口舌を同類と見なす複合的な観念を看取することができる。や
はり、敦憧写本解夢書『占夢書残巻』にも、それまでの夢占いに関する知識が受け継がれ
ていると考えられるのである。
おわりに
小論で、は、獄麓秦簡『占夢書』を契機として、古代中国における蛇と女性との複合的な
観念を考究してきた。中国では『詩経』に遡る古代から、蛇の夢を「女子の祥」とするよ
うな、蛇と女性とを結びつける観念が存在した。その結びつきには、『三国志』周宣伝に
見られたような、蛇を直接的に女性と結び付ける思考と、『左伝』の 「叔向の母」の言葉
に見られたような、子どもを通して間接的に蛇と女性とを結びつける思考との、三つの観
念が存在した。この二つの観念は、大部分が重なりながらも微妙に異なる部分も持ちつつ、
敦偉写本解夢書の時代まで、人々の心の中に潜在していた。
これらの複合的な観念を支える論理は、『論衡』言毒篇に見ることができた。すなわち、
蛇・女性・火・口舌が「類を同じくし本を共にし、菓くる所 気をーにすJる存在である
という論理であり、 この論理は五行説に根拠を持っていたのである。
最後に、小論で追究してきた蛇と女性との複合的な観念は、古代から存在し五行説に理
論的な基盤を持つものであった。しかし唐代伝奇には、仏教的な 「業」によって女性が蛇
48tilJ氏(注 (36)所掲書「ー 歴代夢書考証」一三頁)は、「経与其他夢書比較、伯2829和斯2222(2)原倶有題
為『解夢書ふ而斯620与官例遡然不問、亦与『周公解夢書』 和『新集周公解夢書』不向。為使子区別、現改擬題
為『占夢書~oJと指摘する。しかし、劉氏の指摘する 『占夢書残巻』 とその他の夢書との違いは、あくまで敦燈
写本解夢書という一群の文書の中での比較である。そのため、小論では注記するのみに止める。
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に変化してしまう話も見出すことができる。 柑とすると、この観念も仏教の影響を受けて
変容を蒙ったことが推測できる。このような仏教的な影響が、蛇と女性との複合的な観念
に、どのように作用したかは今後の課題としたい。
49僧令因者、於子午谷過山、往金州。見ー竹輿先行、有女僕服綴而従之。数日、終不見其人。令因乃急ヲ!簾窺之。
乃ー婦、人首而蛇身、甚像。令因甚鴛。婦人目、 「不幸業重、身忽獲化。上人何乃窺之J。問其僕。目、 「欲送秦
嶺之上」。令因遂輿論功徳、 送及秦嶺、亦不見婦人之首。而入林中失。出『聞奇録~o (W太平康記』巻四五九「蛇
四J)
